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近世初期風俗画の傑作として高く評価され、人々を魅了してきた彦根屏風。巧
みな構図と精緻な描写で構築された豊かな絵画空間、そこに込められた風俗や
歴史、物語性など、多くの研究者がその魅力の解明を試みてきた。本書は、彦
根屏風の真の魅力を広く共有すべく、彦根城博物館と東京文化財研究所との共
同研究により、高精細画像や顔料分析、保存修理で得られた情報など、多様な
研究成果を収録し、近世初期風俗画研究の基礎資料とするものである。
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